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１．研究計画の概要 
 組織再生医工学を応用した新規インプラ
ント周囲炎治療法を確立することを最終的
な目標とし、本研究ではその臨床応用直前ま
での基礎研究による新たなインプラント周
囲炎の外科的治療法の開発を目的とする。 
 この研究目的を達成させるために、実験的
ビーグル犬に実験的インプラント周囲炎を
発症後、われわれのクループで検討した除染
法で除染後、周囲組織再生に組織工学に基づ
く手法を導入し、総合的に検討し、より安
全・確実で効果的な治療方法の確立をめざす。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) イヌ実験的インプラント周囲炎モデル
の作製した。 
(2) インプラント周囲炎発症モデルでの各
種除染方法(外科的・非外科的)の実施した。 
(3) 除染後の臨床的パラメータの計測、エッ
クス線写真撮影、マイクロ-CT を用いた骨梁
構造の解析、並びに研磨切片の作製を順次行
い、作業を完了した。  
(4) さらに，蛍光染色像の観察により、除染
処置後のインプラント体周囲の骨再生量に
ついても現在検討を加えている。 
 
３．現在までの達成度 
おおむね順調に進展している。本研究により、
当初予定していた各種除染方法の有効性が
比較、評価できるものと考える。上記進捗状
況(4)の結果を出した後、データをまとめ、研
究成果の公表を目的に、学会報告を行う予定
でいる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
過去に検討されたインプラント体表面の除

染法の有効性については評価できると考え
られるが、近年他分野での治療や除染に用い
ているさらに有望な治療法が出現してきて
おり、これらについても併せ検討し、さらに
安全、安心な医療につながる至適条件を模索
していきたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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